
 

令和２年度事業計画書  

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人ピアサポートセンターひといろの実 

 

１ 事業の計画 

（１）「つどいの杜まりも」（地域活動支援センターⅢ型）に関する計画 

     昨年 11 月末をもって、当該事業は廃止届を倉敷市に提出したので、一旦、本事業は

休止する。 

 

（２）「相談支援事業所ゆうほどう」に関する計画 

   マンパワーの課題や開所日を週３日に規模縮小することから、計画相談については新規

受け入れを行わず可能な範囲を見定め、エリアの相談支援事業所と連携し課題に対応し

ていく。 

国の課題でもある、社会的入院の解消の一助を担えるよう、地域移行支援を主軸とした

事業所作りを進める中で、質の向上、上記課題に向き合うためにも、ピアサポーターと

連携・協働していけるスタイルを模索していく。 

「語り合う」ことを大切にしながら、今まで取り組んできたことを振り返り、見つめ直

す時期と捉え、他の事業所の取り組みを学び、吸収する時間を設け、足場固めの年度に

していき、地域精神保健福祉に貢献できる事業所作りを目指す。 

 

（３）「グループホーム杜の灯り」に関する計画 

新たな管理者を迎え、事業の基盤強化を目指す。基本は、現在所有する11部屋の満床

を目指して事業を継続するが、新規採用されたスタッフが安心して働ける体制の安定化ま

では、体制基盤の整備に重点を置く。マンパワーが増えた分、人員配置基準を4対１に変

更申請することも検討する。 

 

（４）ピアサポート支援事業（派遣） 

この事業に関しては、一旦事業の休止とする。 

 

 （５）「生活訓練事業所くらしきピアぽーと」に関する計画   

     一人一人が自立した地域生活を営む上で、世間の生活様式の変化に伴いながら、生活能

力の維持向上等に向けて取り組める環境を目指す。そのため、平成３１年度からの契約者

と、新規契約者の比率を十部考慮した積み上げ型・新規プログラムの運営を行い、仲間に

よる相互作用を大切にする。又、一日平均１１名が安心して通所できるようスタッフの人

員配置を再整備する。 

 

 

 



 

 

 

 

２ 事業の計画に関する事項 

（１） 特定非営利活動に係る事業 
 

 

 

 

事業名 

 

事 業 内 容 

 

実施日時 

 

実施場所 

従事者の 

 

人  数 

受益対象者 

の範囲及び 

人   数 

 

支 出 額 

（千円） 

作業所の運営

に関する事業 

つどいの杜 まり

もの運営 

廃止 

  

 

 

 

 

    ０ 

 

 

 

 

 

 

 

相談支援に関

する事業 

相談支援事業所

（相談支援事業

所ゆうほどう）

の運営 

令和２年4

月～令和３

年3月 

倉敷市 

 
２名 

  サービス

利用者 

約40名 

 3,921 

 

 

障害者総合支

援法に基づく

障害福祉サー

ビス事業 

 

グループホーム

（グループホー

ム杜の灯り）の

運営 

令和２年4

月～令和３

年3月 
倉敷市 

 
9～10名 

 

11～12名 

18,293 

生活訓練事業所

（生活訓練事業

所くらしきピア

ぽーと）の運営 

令和２年4

月～令和３

年３月 
倉敷市 

 

6名 

サービス利

用者      

約30名 

 

16,657 

 

ピアサポート

支援事業 

 

事業としては休

止とし、ピアの

茶話会として継

続 

 

休止 

  

６名 

登録ピア 

サポーター

 1２名 

当事者 

20名 

   ０ 

その他この法

人の目的の達

成のために必

要な事業     

  

 

その他この法人

の目的の達成の

ために必要な活

動 

 

令和２年4

月～令和３

年３月 
倉敷市 

 

 

 0 

 


